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＜連絡事項＞

・特になし

＜患者様連絡事項＞

・大上　なみ様～担当医指示により、西病棟へ転出となる。

・佐藤　守様～本日よりOT導入となる（Bグループ）。

・小笠原　澄子様～本日よりOT導入となる（Bグループ）。

・藤村　悦子様～本日よりOT導入となる（Bグループ）。

・磯島　貴広様～本日インフルエンザワクチン接種している。

・大上　なみ様～本日インフルエンザワクチン接種している。

・三浦　繁雄様～本日インフルエンザワクチン接種している。

・山辺　博彦様～本日インフルエンザワクチン接種している。

・山谷　賢一様～本日インフルエンザワクチン接種している。

・中村　三千代様～本日インフルエンザワクチン接種している。

＜隔離入室患者様＞

・木村　格治様～終日隔離継続中。10時～11時の開放観察実施中。嗜好品や衣類の要求あるが、興奮・易怒性なし。開放観察中の他者への干渉やトラブルなく経過している。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇制限改善を図れるよう看護ケア行っていく。

・續石　啓介様～朝食、昼食とも不食している。皮膚科診察で仙骨部と足背が追加処置となり実施。処置後「ちょっとヒリヒリする」と訴えているが、不機嫌となることはない。危険行為や拒否的な言動もない。下痢便あり、本人希望にてアローゼン除剤している。引き続き、精神症状の観察と安全配慮を行いながら、日常生活面での援助を行っていく。

＜要注目患者様＞

・松谷　さと子様～「私の持っているジーパンに似た物を履いている」と話し、他患者様に詰め寄っていくことあり、スタッフ介入している。介入に対し声高となること見られている。引き続き、精神症状の観察を行い、他者トラブルに注意していく。

・小笠原　澄子様～朝食後、「先生が食べたい。と話している」と話し、香煎を茶碗に作ってスタッフオフィスに持ってくる行為見られている。他者トラブルはなく経過している。引き続き、妄想や幻聴の有無、行動化を確認しながら、トラブルの無いよう注意していく。

＜安ヶ平Dr診察＞

・三浦　繁雄様～本人より、「薬が減ったら落ち着かない。プログラムに集中出来ない。」と訴えきかれ、セパゾン1T、エチゾラム1T　1×昼食後で5日分　以後定期にて処方となる。

＜伊藤Dr診察＞

・谷崎　遙様～ダルクについては「行く気になった。」と話している。12/10～12/11の外泊は許可となっている。外出泊中の幻聴はあるようだが、頓服薬を使用する程強くないと話している。

・丹波　清様～12/14採血指示。間食については面会時のみ許可となる。インフルエンザワクチンは接種許可。

・山辺　博広様～「食欲が出てきた。」「やる気が出てきた。」と話している。希死念慮も時折あるが、前ほどではないとのこと。リハプロ・ＯＴの見学希望あり、調整していく事となる。風景構成法は来週の診察までに行うよう指示となる。

・鈴木　恒夫様～食欲なく、体調については「すっぱい感じが上がってくる。」と話し、補中益気湯　3Ｐ　3×毎食前にて7日分処方となる。

・藤井　孝蔵様～早口にて妄想言動聞かれているが、担当医への粗暴性はない。臨時薬内容変更なく5日分　以後定期にて処方となる。

・嶋守　與之様～両下腿の浮腫著明にあり、アルダクトンＡ（25）1Ｔ　1×朝食後にて7日分処方となる。精神症状は変わりないため、クエチアピン（25）1Ｔ１×vdsにて7日分処方となる。本日、認定調査実施している。

・元沢　ナヨ様～骨折について問うが、本人は忘れており痛みの訴えもない。ロゼレム（8）追加にて7日分処方となる。南病棟への移動を検討するよう指示となる。

・中村　三千代様～12/17（土）の退院について本人へ担当医より伝えている。

＜皮膚科診察状況＞

・磯島　貴広様～両手・両足慢性湿疹・白癬の為エキザルベ塗布後、テルビナフィンクリーム塗布の指示となる。

・南雲　弘子様～両下腿掻痒性湿疹の為デルモゾールDP軟膏塗布の指示。タベジール2T　2×ｎdE　2×1　7日分処方となる。

・續石　啓介様～両足背は擦過傷の為エルタシン軟膏塗布の指示となる。

・和田　昌様　～左第1趾腹へ12/12（月）にスピル膏貼付の指示。

＜新入院患者様＞

①　氏名：近田　雅ニ様

生年月日：昭和20年1月20日　74歳

　　性別：男性

　　病名：躁鬱病

入院形態：医療保護入院

　主治医：安ヶ平Dr

　

　詳細不明だが今から16.7年前にかのはらクリニックにて「双極性障害」「気分障害」と診断。H28.11.8～H28.12.1までさくら病院へ入院となっていたが（さくらへは2回目の入院）主治医とコミュニケーションが取れなかった部分もあり、 本人が退院したいと訴える事に同情し退院の運びとなった。その後、湊病院への相談するが、断られている。H28.12.5体が硬直。てんかん様の発作あり。救急要請し、八戸赤十字病院受診。諸検査実施し、精神薬を止めたことによる症状ではないか。との事。H28.12.7にも硬直が出現している。安ヶ平Ｄｒの妻と知り合いとの事で急遽H28.12.8当院受診を希望している。H28.12.8　13：30　東合併症室へ医療保護入院となる。

LT：Cプラン

オムツプラン：①

家族洗濯

処置：左下腿のアクトシン軟膏+モイスキンパッド　日赤病院の受診はなし。

②　氏名：大久保　光男 様

生年月日：S27年6月26日　64歳

　　性別：男性

　主病名：アルコール性認知症

病棟病室：東病棟Ａユニット10号室

入院形態：医療保護入院

　主治医：深澤Dr

＜経過＞

　これまでに道路交通法違反で4～5回の逮捕歴あり。時期詳細は不明であるが、逮捕後収監されていた。 平成27年6月頃に釈放となり、以降八戸市にて生活保護を受給し、有料老人ホーム「結の郷」へ入居していたが、帰宅要求や施設で粗暴的な言動があり、警察等の見守り期間も終了したことを機に地元である、五戸町へH28.12.6に転居。三戸福祉事務所や五戸町役場（包括支援センター）の介入により単身生活を送ることとなったが、自宅の生活環境が整っていないこと、見当識障害、記銘力障害も見られ、五戸包括支援センターより当センターへ相談あり。H28.12.8当院初診している。認知症の治療必要なことから、東病棟へ入院となる。

買い物カード：なし

業者洗濯

③氏名：嶋守　京子 様

　病棟病室：東病棟合併症室

　生年月日：Ｓ17年5月27日　74歳

　　　性別：女性

　　主病名：うつ病

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：安ヶ平Dr

＜経過＞

 平成13年7月17日当院初診。当院へは2回の入院治療歴あり。退院後も気分の波はあるものの、定期的な外来通院がされいた。Ｈ28年12月7日に、福地救急隊員より入電あり。 本人が左手首を切る自傷行為があった為、当院での受け入れ要請あり。まずは怪我の処置を優先する事とし総合病院の受診をする様お伝えしている。その後八戸市立市民病院救急センター近藤医師より、傷自体は大事に至らず精神科での治療希望の必要性があることH28年12月8日　東病棟へ医療保護入院となる。

買い物カード：なし

家族洗濯

次回受診：12/16（金）市民病院　（抜糸予定）娘様受診付き添い

